
単位(時間）

1（30）

　　　　　　　　開講時期 講義回数

■　有 □　無

チーム医療及び他職種との協働の中で、看護師としてのメンバーシップ及びリーダーシップを学ぶ。

回
１．看護管理学とは
２．マネジメントとは
３．看護におけるマネジメント
１．ケアのマジメントと看護職の機能
２．看護基準と看護手順
３．患者の権利と尊重
４．安全管理
５．看護職の協働
６．他職種との協働
７．情報

5 1．看護サービスのマネジメント
6 ２．組織目的達成のマネジメント
7 ３．協働の為のマネジメント
8 ４．情報のマネジメント

9 ５．技術のマネジメント
10 ６．サービスの評価
11 １．看護の適宜

２．看護職
12 ３．看護実践の領域と場

４．医療制度
13 １．組織とマネジメント

２．リーダーシップとマネジメント
14 ３．組織の調整

４．組織と個人
15 　　　　テスト

教科書  系統看護学講座　別巻８　　看護管理　　　　医学書院
参考書

評価方法

実務経験

3

4

 看護サービスのマネジメント

 看護をとりまく諸制度

 マネジメントに必要な知識と技術

 筆記試験にて評価を行う。

目標
看護のマネジメントついての基礎的な知識を学ぶ。

授業内容

項　　目 内　　　容

1  看護とマネジメント

2

 ケアのマネジメント

分野 科目名 講師所属

専門分野 看護管理

外部講師

3学年前期 15回



単位(時間）

1（15）

　　　　　　　　開講時期 講義回数

■　有 □　無

回
１．医療安全の意味とその重要性

２．看護職の法的規定と医療安全

１．国の医療安全への取り組み
２．看護職能団体の取り組み
３．医療事故の報告制度
4．医療の質の評価
１．事故発生のメカニズム
２．事故分析
３．事故対策
１．患者・家族との協同
２．医療安全管理者ー医療安全を担う新たな役割
３．全員参加の医療安全：安全文化の醸成

１．看護業務と事故発生要因

２．医療事故の種類：その分析

１．看護業務と事故発生要因

２．医療事故の種類：その分析

１．組織としての医療安全対策を学ぶ
　・医療安全とコミニュケーション
　・組織的な医療安全対策の考え方
　・システムとしての事故防止の具体策

8 　
教科書 　メディカ出版　看護の統合と実践　　　医療安全
参考書

評価方法 　筆記試験にて評価を行う。

実務経験

6
看護における医療事故と
安全対策

7 事故の症例による検証

テスト

3
事故発生のメカニズムと
リスクマネジメント

4
患者・家族との協同と安全
文化の醸成

5
看護における医療事故と
安全対策

目標 安全管理の基本知識を学び、ケア提供に際して安全を確保するための実際を学ぶ。

授業内容

項　　目 内　　　容

1 医療安全と看護の理念

2
医療安全への取り組みと
医療の質の評価

分野 科目名 講師所属

専門分野

外部講師

医療安全

3学年前期 7回



単位(時間）

１（３０）

講義回数

■　有 □　無

回

3 １．CSCATTTとは　　　　　　　　２．トリアージについて

4
１．災害情報の種類と内容　　　２．災害時に収集と伝達すべき情報

　災害と情報 ３．災害情報システム　　　　　　４．法律を学ぶ意義

　災害看護と法律 ５．災害対策基本法　　　　　　　６．災害救助法

７．災害看護の法的課題

7 　

8
9
10
11
12
13

　テスト

教科書
参考書

評価方法

実務経験

15 　災害看護と国際看護
１．国際看護学とは　　　　　　  ２．グローバルヘルス

３．開発協力・国際救援と看護

　系統看護学講座統合分野　災害看護学・国際看護学　医学書院

　筆記試験・レポート点にて評価を行う。

　

　災害とこころのケア

１．こころのケアとは　 　　　　　２．被災者のこころのケア

14
３．遺族のこころのケア          ４．被災救援者のこころのケア

５．救援者のストレスとこころのケア

１．災害サイクルとは　　　　　　 ２．急性期～静穏期・準備期の特徴

　災害サイクルに応じた ３．被災病院での看護活動　    ４．医療救護所での看護活動　　 

　活動現場別の災害看護 ５．避難所での看護活動　　　　６．仮設住宅での看護活動

７．復興住宅での看護活動　　 ８．在宅での看護活動

　災害の種類と健康被害
１．災害種類　　　　　　 　　　　　２．災害と健康障害

３．災害と感染防御                 ４．災害時要配慮者

　災害医療・看護の特徴

5

6

目　　標
　災害時における看護実践のための基礎的な知識を習得する。災害が社会の変化や地域の人々のくら
しと密接に関係しながら、人々の生命や生活に影響を及ぼすことを理解し、更に社会における看護の役
割を果たすために必要な災害各期の看護活動を学ぶ。

授業内容

項　　目 内　　　容

1 　災害医療・看護の基礎知識
１．災害看護の歩み　　　　　　　２．災害医療の基礎知識

３．災害看護の基礎知識　　　　

2

講師所属

専門分野

外部講師

災害看護

開講時期

2学年後期 15回

分野 科目名



単位(時間）

１（１５）

講義回数

■　有 □　無

回
１．看護サービスの担い手とチーム医療
２．医療を担う専門職　　　　　　　３．多職種連携

2  理学療法士とは 1.理学療法士の役割
3  作業療法士とは 1.作業療法士の役割
4  言語療法士とは 1.言語療法士の役割
5 1.赤穂校の学生と合同でカンファレンスの模擬を実施
6
7 　  それぞれの職種との連携の実際を学ぶ
8

教科書 　医学書院　医療概論　　　　メジカルフレンド社　医療学総論
参考書 　医学書院　看護学概論

評価方法 　筆記試験にて評価を行う。

実務経験

目　　標
チーム医療における看護師としてのメンバーシップ及びリーダーシップの発揮や多職種との連携・協働を
学ぶ。

授業内容

項　　目 内　　　容

1 　チーム医療とは

　グループワーク 　・ペーパーペーシェントによる事例展開を行い、　　　　　　　　　　

　テスト

分野 科目名 講師所属

専門分野 チーム医療

専任教員
開講時期

3年生前期 7回


